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タイ王国・ナコンパノム大学を訪問し国際交流 

国際交流協定を締結しているタイ王国のナコンパノム大学に教員２

名、技術職員１名、専攻科生２名、商船学科生１名、情報工学科生４

名の計 10 名が 12 月 18 日～12 月 27 日の 10 日間訪問し、共同研究と

文化交流を行いました。滞在中は、「無人ロボットによるメコン川での

水深、温度マップの計測」の共同実験、本校の紹介、タイ・日本料理

の調理実習、パイロット養成学科の見学などを通し、現地の学生との

交流を深めました。参加した学生からは、「タイに多くの友人ができた」「異文化に触れ、外から日本を見るこ

とができた」「語学力の必要性を感じた」「海外に行くことへの抵抗感が無くなった」「海外留学してみたい」

等の声が聞かれ、非常に貴重な体験をする機会となりました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

ＣＶＧ四国で優秀賞を受賞 

2 月 1 日、第 10 回キャンパスベンチャーグランプリ四国の最終審査

が行われ、情報工学科 5 年生の岡田雅一君、小林佳月さん、津國佐和

さん、平谷有さんが提案した「センサーネットワークを用いた省エネ

活動支援システム」が優秀賞を受賞しました。提案したプランは、セ

ンサー類、ＬＥＤ、無線デバイスなどを組み込み、ネットワーク接続

した「エコアシスト時計」を教室に設置し、「省エネ活動を見える化」

することで、学校における省エネ活動を支援します。学生からは受賞    

を機に、早く実用化できるよう努力したいとの声が聞かれました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

創造性実験発表会を開催 

 2 月 12 日、情報工学科４年生の情報工学実験において創造性実験発

表会が開催されました。本発表会では、２～３人のグループに分かれ、

マイコン（Arduino）と周辺機器を組み合わせて、学生の自由な発想で

考案された作品を発表します。企画書の作成から部品の発注までを限

られた時間と予算の中でスケジュール管理をしながら作業を進めてい

きます。制作した作品のプレゼンテーションやデモンストレーション

などが行なわれ、アイデアや性能などに感心する作品もありました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

国立弓削商船高等専門学校 

〒794-2593 愛媛県越智郡上島町弓削下弓削 1000 番地 

http://www.yuge.ac.jp/ 0897-77-4606 

題字：馬越 唯（平成 23 年度情報工学科卒業生） 

コンピュータ教育を通して，社会に役立つ「ひとづくり」を目指します。 

前列右から３人目が岡田君です 


